
平成２８年１１月１６日 

統計ＡＰＩを活用した全市区町村の統計 
データを分析・可視化するアプリケーション 
（次世代統計アプリ）の公開等，統計情報 
の高度化の推進 

京都市 

市広報マスコット 
「ミッケ」 

第66回全国統計大会 「地方公共団体における統計利活用」 
における統計局長賞受賞  京都市発表資料 



 自己紹介（京都市ってどんなところ？） 

１ 

京都市役所 
市内の中心にある市
役所庁舎は昭和２年
に建築されたレトロ
かつ重厚な外観！ 

本能寺や祇園，先斗町な
ど観光地もすぐそこにあ
り，見学も開庁時間中は
可能，土日はフリーマー
ケットを開催してるかも 



 自己紹介（自治体の統計担当の業務って？） 

２ 

調査結果
の集約 

分析・加工・統計 

データ作成 
解析担当 

ホームページ作成 

刊行物作成 



受賞した京都市の取組の概要 

３ 

 統計情報のオープンデータ化や可視化を進め，ユーザー
の利便性向上を図るため，総務省及び（独）統計センター
の統計ＡＰＩを活用し，国勢調査，家計調査等の統計デー
タをグラフや表形式で表示する アプリケーション（次世
代統計アプリ）を統計担当職員が開発し公開などが評価 

調べたい事項と地域を選択するだけで，
統計データとグラフが簡単に表示可能 



次世代統計アプリの機能 

４ 

「京都市 統計」で検索 

まず，京都市統計
ポータルへアクセス



次世代統計アプリの機能 

 京都市統計ポータル
のトップページ画面  

５ 
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/index.html 

http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/index.html


次世代統計アプリの機能 

 画面右側の画像を
クリック  

５ 
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/index.html 

http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/index.html


次世代統計アプリの機能 

 京都市統計ポータル
のトップページの画像
をクリック  

８ 

こちらの画面から選択 



次世代統計アプリの機能 

７ 

表示したい統計データと
地域を選択してクリック 



次世代統計アプリの機能 

８ 

 国のＡＰＩ機能を利用し，
指定した地域の人口や面積等

のデータを表示 



次世代統計アプリの機能 

９ 

人口動向に関する種類と
地域を選択すると・・・ 



次世代統計アプリの機能 

１０ 

 国のＡＰＩ機能を利用し，
指定した地域の人口の転出入
の状況や未婚率等のデータを

表示 



ほかにも・・・ 

１１ 

 都道府県や政令市別
の人口の移動状況を表
示する機能や・・・ 

 家計調査結果を表示
する機能など様々な統
計データを利用可能 



京都市の取組の経緯 

１２ 

取組を開始したのは４年前から・・・ 



京都市の取組の経緯 

１２ 

リニューアル以前の京都市
の統計担当のホームページ 



京都市の取組の経緯 

１２ 

 膨大な統計資料を強弱なく総花的
に表示しているため，利用者がサイ
トの全体像や目的の統計情報を把握
しにくい構造となっていた。 

例えば，推計人口の
ページを見ると・・・ 



京都市の取組の経緯 

１３ 

正直，ごちゃごちゃしていて目的の
データがどこにあるのか分からない。 



京都市の取組の経緯 

１３ 

ナビゲーションはあるが，それぞれの
ナビでどのような統計資料があるのか
分からない。そもそもトップページに

戻れない。 



利用者のニーズはどこにある？ 

１４ 

そもそもどんな統計
データがあるん？ 

どうやって探し
たらええの？ 

加工したり二次利用
したいのにこれじゃ
活用できへん！ 

分かりにくい！もっと
グラフや地図で見やす
くしてほしいねん 



ニーズ
分析 

問題の
可視化 

意思 

決定 

データ
収集 

データ
公開 

利用者の利便性向上のためのアンケートの実施 

統計情報の高度化を推進するためには，まずもって，利
用者ニーズを的確に把握し，分かりやすい統計データを提
供すること，その環境構築をすることが必要ではないか。 

１５ 

利用者アンケート等を通し
て，現状と利用者ニーズ
のミスマッチを可視化し，
スパイラル的に理解を深
めつつ機動的に適切な情
報を公開していく 

統計情報活用の
PDCAサイクル 



アンケート結果を踏まえた議論の展開 

１６ 

 どうしたら利用者のために分かりやすい統計情報を公開できるの
か，内部でボトムアップによる議論を進め，事業計画を作成した。 

現状の問題点を分析し，
将来ビジョンへ 



    

事業計画策定に当たって重視したこと 

１７ 

利用者が使いやすい 

統計情報の公開へ 

オープンデータの推進等，統計
情報の高度化の推進 

施策決定のエビデンスとして
の活用(Evidence Based Policy) 



 利用者ニーズに基づいた統計情報の公開へ 

１８ 

前の画面はこ
んな感じやっ
たんやね！ 

分かりにくいと言われてい
たトップページは・・・ 

BEFORE 



 利用者ニーズに基づいた統計情報の公開へ 

１９ 

ナビゲーションメニューの設置
や情報の強弱をつけることによ

り使いやすい画面へ 

AFTER 



 統計情報の高度化に資する情報の公開へ 

２０ 

情報が多すぎて分かり
にくかった国勢調査の

ページは・・・ 

BEFORE 



 統計情報の高度化に資する情報の公開へ 

２１ 

すっきりし，さらに検
索機能で利便性も向上 

AFTER 

例えば，国籍別の人口に関す
る情報を検索すると・・・ 



 統計情報の高度化に資する情報の公開へ 

２１ 

国籍別人口に関する国
勢調査結果のみが表示 

AFTER 



 統計情報の高度化に資する情報の公開へ 

２２ 

統総務省統計局及び（独）統計センターが運営する統計
ＧＩＳ（jSTAT MAP） を活用し，校区（学区）別の地図
データを公開し，人口や地勢等の情報と併せて公開 

例えば，朱雀第六をク
リックすると・・・ 



 統計情報の高度化に資する情報の公開へ 

２３ 

 該当地域の地図が表示され
るとともに，人口や面積等の

基礎データも表示 



 官学連携による課題解決の可能性 

２４ 

  京都大学大学院の佐藤彰洋先生や（独）統計センターの西村
正貴氏らとともに，京都大学サマーデザインスクール２０１６におい
て，オープンデータによる地域課題の解決を目指す「文化都市京
都のデータdeデザイン」というワークショップを開催した。 



 御清聴ありがとうございました 

  

２５ 

本当にありがとうございました！ 

改めて 

・このような素晴らしい場を用意していただいた総務省
統計局の方をはじめ，関係者のみなさま 
・統計ＡＰＩ機能や統計ＧＩＳ機能の活用でお世話に
なった（独）統計センターのみなさま 
・京都大学サマーデザインスクールをはじめ，御指導を
いただいている京都大学の佐藤彰洋先生 
・お忙しいなか，お集まりいただいた来場者のみなさま 




